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菊 地 夏 野

は じめ に 本書 の背景

フェミニズムの思想が生まれて以来、知のジェンダー ・バイアスは問われ、 「学」内部の権力関係

が浮き彫 りにされてきた。ひとつの抵抗の声は他のマイノリティの抵抗を呼び起こすことが可能だが、

声が思想となり、制度化された途端に抵抗の思想は既存の共同体に回収される危険とともにある。制

度化されることの危険にどう対峙できるかが問われるのだ。

日本のフェミニズムもそのような道を辿ってきた。歴史学において女性史という成果を蓄積 しなが

らも、 「女性学」という名の学問が誕生 したのは70年代である。確かに、 「女性」というアイデンティ

ティを制度の中で名乗ることだけで意味をもつ時はあったのだろう。しかし、現在の女性学の位置は、

そのようなある種の楽観を許す ものではない。 「女性」というアイデンティティはもはや単に解放へ

の開かれた経路を指し示すものではないのだ。

本書は、イギリスのポーツマスで1994年 に行なわれたWomenIsStudiesの 国際的シンポジウムでの発

表をもとにした論文集である。シンポ参加者は、英米独などのヨーロッパ、オース トラリア、米国で

活動 している社会学、歴史学、文学など様々な分野の研究者、活動家という多彩な顔ぶれである。
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序章で、メイナー ドとパーヴィスは、 シンポの目的はWomen'sStudiesが もっている西 洋 白人女性

のエスノセ ントリズム(自 民族 中心主義)に 挑戦 し、その境界 を広 げることにあったと してい る。2

人 によれば70年 代に西洋の高等教育に導入されたときのWomen'sStudiesの ね らいは、女性が知の創造

と分配 か ら排 除され、不可視 の存在 にされていた状況 を変 えてい くことで あった。2人 は西洋 の

Women曾sStudiesの プ ロセスを3つ の段階に分ける。第1の 時期 は 「回復」 で、消 されてきた女性の足跡

を獲得す るために、概念 や理論 、具体的な調査 、説明枠組みを作 り出 してゆ く中で女性 の指導力 を発

展 させ てゆ く。第2の 時期 は 「再構築」。現存の学 問的方法論 を再評価 し、編成 し直 してゆ く。例え

ば 「労働」 「余暇」 「階級」 「家庭」 などの語は異なった意味、異なった領域 をもつ ようにな り、 ま

た新 たに 「セクシュアリティ」 「性暴力」 「女性」 「出産」などが広 く議論 されるようになる。70年

代半ば以降、広範にわたる学問分野で、この2つ の段階が経験 されてきた。第3の 段階は 「renexivity

自省 一 自覚 と自己批判一 」である。家父長制の本質、ジェンダーによる不平等 と他 の形の支配 ・

搾取 との関係 、女性 の経験 における文化的/物 質的要素の相互作用な ど緻密 な議論が続 けられる。 ま

たメインス トリームのフェミニス ト達一 ヘテロセクシュアルの西洋白人中産階級一一 の関心からの、

黒人女性、有色女性 、 「第3世 界」の女性たちの排除が批判され る。現在のWomen'sStudiesは この段

階にあるのだ。

以上の問題意識の下 にこの本は編まれてい る。第1部 「OntheMove:Women'sStudiesの 新 しい課題」

は、Women。sStudiesが 生 み出す知の形式 と内容 に焦点を当てている。 とくにレイスやエ スニシティの

観点か らWomen'sStudiesの 前 提や基盤の問い直 しがはか ら れる。第2部 「WomeninMovementlア イ

デンティティ、移住、ナショナ リズム」では、ナショナリティ、植民地主義 、主体 などの事柄につい

て具体的な素材 を もとに考察 される。それ らに関す る多 くの分析 が、女性の存在の無視やその経験 を

男性のそれと変わ りのない もの とするなどジェンダーに盲 目なや りかたで進められるのに対 して、こ

こではとくに 「移動する女性」の観点から 「ホーム」 「コミュニティ」 「自己/所 属意識」等の観念

が分析 される。今 回は本書の主眼をなす2つ のテーマ、 「Women'sStudiesの 問 い直 し、再編成」 と 「移

動す る女性/デ ィアスポラ」 に沿って書評 したい。

1.Women'sStudiesと レ イ シ ズ ム

Women'sStudicsは セ クシズムのなかで分断 されている女性の一体性への楽観的期待 をもっていた。

もちろん、アメリカの女性解放運動は公民権運動 との堅い連関のなかに生まれ、黒人女性の力な しに

は成立 しえなか った。 しか し、 「学」 として制度化 してい くプロセスにおいて、あるいは 「女性」 と

い う言語編成 その ものが もつ抑圧性のゆえに、 「女性の共同性」 という言葉 は達成 されるべ き課題で

はな く、自明の前提 に変わって しまった。
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第1章 のメイナー ドは、現在Women'sStudiesが 直面 している、この前提への異義申 し立ての過程 を

整理 してい る。告発 は、イギ リスやアメリカ合衆国 の黒人女性 に始ま り、その他の 「第3世 界」出身

の女性に広がった。その批判 は、 レイシズム(人 種主義)と エスノセントリズムの2層 に区別 される。

レイシズムとは、あるエスニックグループが本来的に劣 っているとい う根拠によ りその権利 を奪 うこ

とをさす。初期のWomen「sStudiesは 、 白人女性の経 験 に関心 を集 中させ、有色女性を実質上排 除 し

た。その ような抹消は、人種的特権 を支 える権力関係の存在に基づ いている。WomenosStudiesの レ イ

シズムは、ある沈黙や欠落、省略のなかに逆説的に見出だされる。一方、エスノセ ン トリズムは 自文

化の価値 を自明視 し他の文化 を一方的基準か ら評価す る態度をい う。WomenosStudiesは 、 自文化の中

に住 む非白人女性 だけでなく、異 なる地域に住む女性をも無視 してきた。開発研究は未だ周縁 に止 まっ

ている し、世界中の女性の多 くはWomen'sStudiesの カ リキュラムの関心か らはずっ と遠い ところで生

活 している。

この ような基本的認識の上で、Women'sStudiesの レイシズムへの取 り組みについて検討 される。初

期のWomen'sSnldiesは レイスを、単に非 白人女性が女性 として経験する不平等 や抑圧の程度 を強める

もの としてのみ扱 って きた。 しか し、ジェンダーが単 に階級 に付加 され るものではないように、 レイ

スを既存のジェンダー分析 に付加するのは誤 っている。 レイスは被支配の経験の性格 を質的に変 える

のである。黒人女性の抑圧の経験は白人女性のそれ とは質的 に違 う。現在のWomen'sStudiesは 付 加的

アプローチを乗 り越 え、 レ イシズムに関 して黒人女性 によるもの も含めた多 くの分析 を進めている。

しか しメイナー ドは、そのレイスへの取 り組みはい まだレ トリックに止 まってお り、中心のアジェン

ダに影響 を及ぼすには至 っていない と評価す る。

第1の 問題 として 「difference差異 」の概念の使用 を取 り上げる。フェミニズムが 「差異」を重視

す るようになったことで、暗黙の二元論 は捉 え返され、 「黒人」 「女性」等 のアイデンテ ィティはポ

ジティブな意味 を得 た。 しか し 「差異」の概念の安易な使用 は 「差異」の中に含まれ る権力性 を抜

き去 ってそれぞれのアイデ ンティティを同列 に並べ ることに終始 した り、 「差異」を関係の中で捉 え

るのではな く、特異な集団にのみ当てはまる徴候 と して しまうなどの危険 をはらんでいる。第2の 問

題 は、その多文化主義的 アプローチである。多文化主義は、マイノリティの 自然 な同化 によるレイシ

ズムの解消 を論 じたそれまでの リベラリズムに代 わってω年代 に出現 したもので、マイノリテ ィグルー

プは自文化 を保持 したままでマジョリテイグループの寛容 によって共存で きると考える。 しか しそこ

では 「寛容 」の もつ抑圧性は見過 ごされている。第3の 問題は、フェ ミニス トの間で近年浸 透 してい

る文化相対主義 的傾向である。 しか し、文化相対主義的 フェミニズムは他の文化 の男性支配 を容認 し

て しまうことがある。その結果、西洋の女性 と第3世 界の女性の溝が大 きくなってしまう。第4の 問題

は、西洋フェ ミニズムの文化帝国主義である。西洋フェミニズムの世界的ヘ ゲモニーは英語帝国主義

に支えられている。ほとんどのフェミニス トの国際会議が英語 を公用語 としてお り、他言語か ら英語
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に翻訳 される ときも政治学が働いてしまう。・フェ ミニズムの言説の多 くが、 「自由意思」や 「自己決

定」、 「個人主義」など西洋的発想 に基づいているが、これらの価値が全ての女性 にとって優先 され

るとは言 えない。

「文化」 という枠組みから脱構築的 に分析 してい くメイナー ドに対 して、第2章 の ドゥ ・グルー ト

は視線の 構図 を問題 にす る。 ドゥ ・グルー トによればWomen'sStudiesに お ける非 白人女性の沈黙 は、

彼女たちの不在 を意味 しない。欧米のフェミニス トは周縁 の女性 たちに関する知識 をもっていた し、

論 じて もきた。 しか し、それは西洋の文脈のなかで論 じるためのデー タ、対象 にす ぎず、素材 を供給

した女性 は"ネ イテ ィブ ・インフォーマ ン ト"と 位置付け られた。西洋の研究者たちはネイテ ィブ ・

インフォーマ ントか ら情報 を得、分析的コメン トを与 えた。そこでは第3世 界 の女性 は実証的役割を、

先進国の フェ ミニス ト学者は理論的 ・解釈的役割というヒエ ラルキーがで きあがっている。

再び第1章 に戻 って、現在のWomen'sStudiesの 状 況を批判的に分析 したうえで メイナー ドは2つ の

提言 をす る。まず、Women量sStudiesを 世 界的な政治経済の枠組みのなかに位置付け、 「女性 と開発」

の主題 によ り関心 を向けることである。女性への投資が 「第三世界」の貧困の解決への主要 な道筋で

あることが、公的 に認め られるようにな り、例えば女性への教育支援が彼女 たちやその子 どもの健康

や、人口増加の抑制のために実施されている。に もかかわ らず、下層の女性 に大 きな打撃 を与える世

界銀行や国際通貨基金の構造調整政策に対す るWomen'sStudiesの 関心は低い とメイナー ドは指摘す る。

また、 レイスは普遍的 ・永続的なものではなく、その社会 により構築 されてい くことを指摘す る。

レイスあ るいはレイシズムは、西洋社会 自身のジェンダー編成を作 り出 し維持 している。すなわち、

西洋の白人女性は、 「エキゾチ ック」な劣 った他者が発見 されるのと同時に、女性 として、母 として、

労働 者 として、構築されてきたのである。 したがって、西洋の白人女性 という主体の源泉 をさぐるこ

とが決定的に重要である。これが第2の 提言であ る。

メイナー ドのこれ ら2つ の提言 について、第1の 「女性 と開発」研 究に関す るものは、例 えばWID

(WomeninDevelopment)概 念 が国際機関の リーダーシップによ り 「女性 の 自己決定」 とい う名 目

の下で先進国中心的な政治経済の枠組みの保持のためにさまざまなところで利用 されて きた問題 など

を考 え合 わせると、やや分析が浅 く感 じられる。さらに言 うならば、 「人口増加の抑制」 とい う先進

国中心主義的な大義名分の陰で、多 くの貧困 な女性が自らの健康 を犠牲 にして、必ず しも本意でない

避妊や不妊処置に協力 させられていることにメイナー ドは どれほど自覚的であるのかはっ きりしない。

より大き く生か し得 るのは、第2の 提言であろう。この点については ドゥ ・グルー トが指摘 している。

ヨーロッパの、アジア、アフリカ、アメリカ、中東 との出会いは、人 々が物質的 ・文化的 ・政治的

に支配される状況 を作 り出 しただけでな く、西洋社会においてジェンダーに関する事柄 を含めたさま

ざまな公平でない関係や権力構造が人種的 ・植民地的側面を獲得する物質的 ・文化的手段 をも生み出
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したのだ。男性性と人種的 ・植民地的支配の結合。女性の身分 ・階級 ・国籍 ・民族 による分断 と利用。

西洋の婦 人参政権運動 における レイシズム、ナシ ョナ リズム。改めていいかえれば、西欧近代 のセク

シズムは、人種的 ・植民地的支配な くしては生み出 しえなかったのか もしれない。それは、支配する

側の個人のアイデンテ ィティの内部にまで刻印を押すような執拗 な支配の力であったのだろう。

この ような認識 を踏まえるならば、先進国 において単なる"男 並み平等"を 求める女性運動が フェ

ミニズムの本質からいかに離れているか、明 らか になる。また、WomenosStudiesへ の非 白人女性 たち

か らの告発が、先進国のフェ ミニズムが 自己の立 っている足場を 掘 り下げ、変容 してい くために、

いかに重要な ものであるかも。

Women'sStudiesは 確 か に編者 らのい う"第3の 段階"を 迎 えているのか もしれない。 しか し、現在

せ まられている変容 は、これ までの経験 を核心から転換 させ る程 に大 きい。

この認識 を経たフェミニズムは、それ まで とは決定的 に違 ってい くだろう。変容が どこまで、どの

ように成 し遂げ られてい くかは未だ始 まったばか りである。

2.デ ィアスポ ラ とジ ェンダー

本書の第2部 は、移住する女性のアイデンティティを論じている。ここでは、ともにイギリスを舞

台にした2つの論文を評したい。

第10章のグレイは、英国在住のアイルランド系移民女性の表象をめぐって、その不可視性を浮き彫

りにしてゆく。

アイルランドは、この2世紀の間、恒常的に移住が多かったが、その中でも女性の流出が目立って

いる。このジェンダーによる格差は、これまで 「若い女性のハリウッド映画への慨れ」という心理的

説明や、労働条件の悪さという経済的説明により解釈されてきた。しかしグレイは、彼女たちは経済

的独立と封建的な家族主義からの解放を求めたのではないかと推察する。アイルランドでは中絶も、

離婚 も、さらに同性愛も禁止されているのだ。

移住する女性の多さにも関わらず、彼女たちの経験は伝えられない。一方、彼女たちに与えられた

イメージは複数のレベルで 「女性」化されている。まずアイルランドのナショナル ・アイデンティティ

はイギリスによる植民地化の歴史と切 り離せない。被植民者のアイデンティティが、往々にして 「女

性」的イメージで飾られていくように、アイルランドの共同体においても、攻撃的すなわち 「男性」

的な英国対受動的すなわち 「女性」的なアイルランドという図式が作られた。アイルランド社会では、

自国は 「女性」化されて語られるのだ。移住 した女性たちは、民族の再生産と文化の保持を求める社

会の期待から逃走 したのかもしれない。 さらに、英国において、アイルランドの男性は 「酒飲み、乱

暴、のろま」なステレオタイプで、女性は 「多産、信心深い、愚か、頑丈」なステレオタイプで語ら
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れる。この ように、移住女性は、移住先の英国社会からも、在英 アイルランド人のコミュニティか ら

も受容的役割 を求められている。

ポス トコロニアリス トらによるディアスポラ論で も、男性の経験を規範化する傾向がある。 しか し、

雑種性 を武器に国民国家を内部か ら侵食 していこうとするディアスポラ ・アイデ ンティティが、一枚

岩で構成 されることはあ りえない。デ ィアスポラは常 に亀裂 を起 こす。

アイルランド系移民女性 はどこにい るのだろうか。ナシ ョナル ・アイデ ンティティよりもデ ィアス

ポラの もつハ イブ リデ ィティ(雑 種性)が 彼女たちにとってより解放的だ といえるのだろうか。 グレ

イのこれらの問いに答えるには、デ ィアスポラ概念の新たな書 き換えが必要であろう。

移民第1世 代 であ るグ レイに対 して、第8章 のプアーは、南アジア出身の移民第2世 代である。 「第1

世 代が生誕地 にアイデンティファイするのに対 して、第2世 代は白/黒 、南アジア/イ ギ リス、東/

西 という西洋 的二分法で語 られる」 とプアーは言 う。彼女 は南アジア出身のシーク教徒 の家庭 に生 ま

れた 第2世 代の移 民女性 とい う立場 から、彼女 たちが英 国社会 の レイシズ ムに向 き合 う姿 をイ ンタ

ビューから構成 してゆ く。

彼女たちが しば しば直面するステレオ タイプは、セクシュア リティに絡められている。 「エキゾチ ッ

ク」で淫 らな、あるいは従順で 「口説 きやすい」南 アジア出身女性。 この圧力への抵抗の戦略は多様

だが、中で もシーク教徒の民族衣裳曲 購 ㎞eezesに よるズラしが象徴的に描かれている。彼女 た

ちはsalwaarkameezesを 「美 しく強い」イメージをこめて着ることで南アジア系女性の 「汚い、下品」

な、あ るいは 「犠牲者」のイメージを拒否する。 レイシズムはコンテクス トに応 じて異 なった形で現

われることを知っている彼女たちは、 イギリスの友人が彼女のsalwaarkameezes姿 を見て驚いて 「ま

るでイン ドの少女 のようだ」 と言 うの を皮肉な気持 ちで面 白がる。自分に投げかけられている視線を

熟知 しているのだ。 しか し、この転覆的抵抗は未だ レイシズムその ものを転覆するには至 らない。職

場の食事会 に何気 ない気持 ちでsalwaark則neezesで 正 装 していった女性は、 白人の出席者か ら民族ア

イデ ンティティの示威 と解釈 されて反発 を受 けた記憶 をもつ。 ここでは彼 女の意思 にかかわ らず、

sa!waarkam㏄zesは 政 治的含意をもたされ、着用す ら禁 じられるのだ。彼女 たちの抵抗は、イギ リス

社会 にだけではな く自らの家庭やシーク教徒の コミュニテ ィにも向け られる。その多 くはシー ク教 を

「宗教」 と してではな く 「伝統」 として受容 してい る。自己のアイデ ンティテ ィの確認や人間関係 を

求めて シーク寺 院に通 うが、カース ト制度や長髪などの教義に対 しては批判を表明 している。

以上がプアーによるスケッチだが、その多 くが中上流階級出身であろ うシーク女性 たちの転覆的抵

抗 が、 どれほど起爆力を もっているのかは判断で きない し、同 じ有色女性 でもその階級 ・地位 によっ

て もっている条件 は天 と地 ほども違 うだろう。勿論 、そ うであるか らといって彼女たちの戦略 の有効

性 を否定することもで きない。 「抑圧 される者」 「まな ざしにさらされ る者」が自らの目で見返 した
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とき、二分法は宙に浮き、転覆が垣間見える。彼女たちはレイシズムに対する自らの無力さを転覆的

に操作 し、その力を最大化 しようとしているのである。ここでは、その最大化が達成されるには、異

なった状況をもつ女性たちとの協同が不可欠であることを言っておくにとどめたい。絶えざる転覆の

先に何があるかは見えないが、転覆を行なう彼女たちのアイデンティティはその複層性ゆえにアイデ

ンティティの固定性に断続的に亀裂を起こし続ける。

結 び にかえ て

ひとは、ジ土ンダーを基盤にせずに世界を構想することができるのだろうか。あらゆる領域に潜む

欲望が常にジェンダーに規範化された 「性的欲望」としてのみ形をなすこの世界において、 「性」を

分節化してい くことはあまりに遠い作業である。フェミニズムがこの30年間に社会科学に与えてきた

インパクトは大きい。だがそのインパクトの内部からさらに新たな変革を求める声が打ち出されてい

る。

抑圧を序列化せずに権力を語ること。それはいつも遠回りであるかもしれない。しかし、本書がそ

のような過程のなかで、刺激的な一歩を踏み出したものであることは確実である。
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